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上の枠内の文章を読まれて、皆様はどう感じられましたか。実は、これは私が書いたものでは

なく、生成 AIの Chat GPT により作成された文章です。「夏休み明け」「学校便り」「気候に触
れて」と Chat GPT に入力したところ、このような文章がわずか 2秒ほどで作成されたのです。
なかなか立派な文章で、これを見た時は何とも言えない複雑な気持ちになりました。 

AI 時代に突入した今、AI は何かと便利だと勧められる機会が多くなってきましたが、私はま
だまだ勉強不足だと感じています。ただ、私の学校便りに関しては、AI の出番はないと思いまし
た。子どもの小さな頑張りやきらりと光る姿を具体的にお届けすることが私の楽しみでもあるの
で、今後も AIの出番はないでしょう。 

 

実は一度だけ、地域のお祭りで AI を頼ろうとして失敗したことがあります。お祭りの冒頭で挨
拶をする機会をいただいた時のことなのですが、初めてのことで、どのようなことを話すべきなの
か不安になり、参考に AI で調べてみたのです。AI はお祭りの挨拶も見事に作成しました。「本
日は、自治会の夏祭りがこのように盛大に開催されますこと、心より...」と始まり、なるほど、お祭
りではこのようなお祝いの言葉を述べるのだな、と万全の準備で当日に臨みました。ところが、私
の直前にご挨拶をされた東自治会会長の飯島さんが突然、アカペラで歌を歌い始めたのです。
手拍子が起こり、陽気な雰囲気が会場に漂い、私は、頭の中が真っ白になってしまいました。そし
て、いざ私の番になった時には、今さら改まった挨拶をするのが恥ずかしくなってしまい、AI の提
案を全く無視して話したのですが、もはや何を話したのかは記憶にないです。つい最近、この失
敗談を思い出し、飯島会長に伝えたところ、 
「AIではなく MI だからね。」(飯島 正巳さんのイニシャルが MI なので) 

と笑っておっしゃっていて、私も笑ってしまいましたが、心の中でどこか感動を覚えました。 

 
さて、文部科学省から「生成 AI の利活用に関するガイドライン」が出され、子どもが AI を使

う場面を想定した趣旨や留意点などが明らかになっています。小学校段階の利活用については、
「より慎重な見極めが必要」「生成 AI に関する体験を積み重ねることで、冷静な態度を養って
いくことが重要」などと記されています。自然で人間らしい会話ができる AI から不自然さを読み
取ることは小学校段階の子どもにとっては難しく、誤りに気づかないことも多いようです。もちろん、
AI を恐れることはなく、敵対する必要もないですが、正しく使うためには、まずは実生活の体験を
積み重ねて感性を養い、人間らしさを大切にすることが第一歩ではないかと感じています。私の
AI 失敗談を笑って励ましてくれるような、AI 頼みではなく MI に学ぶおもしろさを感じることが
できるような、そんなゆったりとした感性を育んでいきたいと思います。 

 

今年も夏休みに、美しが丘公園での盛大な夏祭りに参加させていただき、改めて地域の力、
子どもの心に残る行事を大切にしてくださる想いを感じました。ご尽力に感謝申し上げます。秋
には東自治会のお祭りにもお邪魔する予定です。歌は歌いませんが、地域の中で、地域行事に
親しむ子どもたちの笑顔をたくさん味わいたいと思います。 
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今年の夏は、例年にない猛暑に見舞われ、全国的に厳しい気候が続きました。久しぶりに登校した子

どもたちは、日焼けした顔に笑顔をのせ、元気に教室へ向かっていきました。夏の間に一回り成長した

様子が随所に見られ、職員一同とても頼もしく感じております。 

９月から年末にかけて、校外学習、音楽会など、子どもたちが活躍できる場面がたくさんあります。

それぞれの経験が、子どもたちの自信や学びにつながるよう、学校全体でしっかり支援してまいります。 

 


